
「竹を割ったような」というと，

鮮やかな緑色をまとった真っ直ぐ

な竹がスパーンと真っ二つに割れ，清新な白い内側が現れ

てきたようなとても清々しいイメージをもつことでしょ

う．ですから，この言葉はとてもよい意味として使われて

います．人に対しても事物に対しても．それにふさわしい

場合に．皆さんは実際に竹を割られたことはありますか？

一度やってみられるとわかりますが，本当にスパーンと気

持ちよく割れます．縦に．あんな長さのものが一気に割れ

るとは，と驚かれると思います．でも，気持ちいいですよ．

軽い手応えを残して，一気にパーンといきます．香りもと

てもいいです．特に，瑞々しい若い竹を割るととても爽や

かです．内側の白い小部屋達もいいですよね．かぐや姫が

木の洞ではなくて，竹の中にいたことも納得です．とても

清潔な空間で清廉なイメージにピッタリです．春の筍堀

り，夏のそうめん流しなど大活躍ですが，１日に１mも成

長するその驚異的な成長率から，既存の植生を破壊するこ

とも指摘されています．パンダにとっては好ましい状況で

しょうが，人にとっては付き合いかたを考えるべき生物と

いえますね．竹といえば発明家のエジソン氏が白熱電球の

フィラメントとして，京都の石清水八幡宮の真竹を利用し

たという話もお聞きになられたことがあるでしょう．日本

人としてちょっとくすぐられる話です．プラズマ実験関係

者としては，フィラメントとか真空とかと聞くと，ちょっ

とやってみようかなと思われるのではないでしょうか．科

学教室にもいいですね．炎とか光るものとかおとなもです

が子供は大好きですから．そんなところから将来の大科学

者の芽が出てきて，立派に育つかもしれません．何の保証

もありませんが．竹の子のように一気にグイッと育つこと

もあれば，地下茎のように地盤を広く固めて思いがけない

所からポンッと出てくるかもしれません．これはキタイを

込めた研究の話です．竹のように，百年に一度の花を咲か

せてから枯れたいものです． （徳沢季彦）
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